
令和５年度 南 井 上 小 学 校 総 括 評 価 表 （Ｎｏ．１）
自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と

重 点 課 題 重 点 目 標 評 価 指 数 と 活 動 計 画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策
評 価 指 標 評価指標の達成度 総 合 評 定

○健やかな心身の育成 ① 自分の心身の状態に関心をも ① 県・市単位教育事業の体育的活動への積極的 ① 主に高学年において体育的大会への参加を呼 （評定） ・次年度への課題や改善策に ○ポジティブな行動支援
たせ、体力向上の実践力を育成 な参加を周知し、運動への意欲を喚起する。 びかけ、参加を促し、出場する児童を増やすこ ついてはよく考えてくれてい を引き続き心がけ、ほめ

めざす児童像 する。 ② 毎月の学年だより、保健だよりの中で基本的 とができた。各種大会（体操・水泳・陸上）で Ｂ ると思う。具体的でとてもわ て、子どもに自らのよさ
『健康で明るく な生活習慣の確立について啓発し、毎日の健康 の成果は、放課後練習の成果が現れた結果であ かりやすい。この中から、南 を自覚させることで「学
たくましい子ども』 ② 学校給食を中心にし、望まし 観察表を提出する。 った。（市駅伝女子2位男子4位） （所見） 井上小学校として定着してい 校へ行くのが楽しい」と

を育成する。 い食育の推進とその啓発を図る。 ③ 外遊びを好む児童の割合を90％以上にする。 ② 生活習慣確立と健康管理の一体化を進め、毎 けるものがあったら素晴らし 思える児童を育ててい
日の健康観察表の提出は100％であった。 各学年の体育科 いと思った。 く。

・健康で安全な生活を ③ 保健教育・安全教育を充実し、 ④ 好ましい食習慣の定着に向け、「早寝早起き ③ 「体調に合わせ、外で元気に遊んでいる」と 指導計画の実施に ○学年や行事とのかねあ
育む力の育成 健康で安全な生活を営む力を育 朝ご飯」や「すききらいをせず食べる」を推奨 答えた児童は、79.3％である。昨年より3％ほ より、計画的に運 ・一日一回は外遊びを心がけ いもあるが、酷暑や厳冬

成する。 する。 どダウンしている。 動の技能の育成や るように呼びかけることはと 時を除き、一日一回は外
・体力・運動能力の向 ④保護者「早寝早起き 朝ご飯」 85.2％ 体力づくりを進め ても大切であると思う。 に行くように積極的に呼
上 児童「すききらいをせず食べる」 83.6％ られた。各種大会 びかける。（体調不良児

⑤ 避難訓練を各学期に実施し、学級での安全指 ⑤ 避難訓練は年間３回各学期で実施した。どの （体操・水泳・陸 ・冬でも半袖短パンの児童、 童には要配慮）
④ 運動の楽しさや喜びを体験さ 導も併せて実施することにより、防災教育を充 形態であれ、全児童が冷静に行動した。また、 上）での記録に、 換気のために窓を開けている ○くすのき班活動（外遊
せ、進んで運動しようとする意 実させる。（年3回実施） 地域のJ-アラート対応訓練や3、4年生の消防署 練習の成果が現れ 状態、少し心配にも思うが、 びの活動）があると、子

・運動の楽しさを体感 欲と能力を育成する。 ををお招きしての訓練も実施できた。 た。 自分でコントロールできてい どもたちは喜んで体を動
できる体育の授業づ 活 動 計 画 活動計画の実施状況 外遊びの子ども るのであれば、よいと思う。 かすことに効果的である
くり ① 体育授業の充実を図るとともに、戸外での運 ① 休憩時間には体を動かして気分転換しようと の減少が懸念さ ため引き続き続ける。

動遊びを奨励し、体力・運動能力の向上を図る。 の指導で、屋外で遊び、運動する児童は多い。 れ、体力の2極化 ○保健・体育委員会が外
② 進んで運動に親しむため、体育施設や用具の ② 運動に応じた用具の整備を進めた。体育主任 が懸念される。 ・幼稚園の園庭が校舎になる 遊びのイベントをする。
充実を図る。 の全体計画のもと、各学年で活用できた。 ことについては安全確保につ ○旧幼稚園が改築され、

③ 家庭と連携を図り、食生活を始めとする基本 ③ 毎月１回保健だよりを発行し、病気や事故を 家庭と連携した いて、PTA でも考えていく必 校舎になることから、マ
的な生活習慣の確立に努める。 予防するための基本的な生活習慣の確立につい 運動習慣・生活習 要を感じる。 ニュアルを再編し、緊急

④ 危険を察知し、未然に事故防止ができる判断 て啓発できた。 慣の定着、食育推 事態に備え、引き渡しの
力を培えるよう避難訓練等の充実を図る。 ④ 不審者対応、地震、火事想定の避難訓練を実 進について、さら 共通理解を図り、マニュ
コロナ禍で中止していた不審者対策避難訓練も 施した。避難マニュアルも整備、更新し、安全 に推進する。 アルの見直しをする。

○命を守る安全教育 再開する。 な下校をめざしている。各種避難訓練について ○不審者対応を含め各種
⑤ 講師を招いて、命の安全教育を行い、自分の 課題が出され、避難経路の見直しや、不審者対 避難訓練や生命の安全教
命は自分で守ることを理解させる。 策についても強化していく意見が出された。 育を関係諸機関と連携し

⑤ 講師を招いて命の安全教育も実施した。 て深化させる。
評 価 指 標 評価指標の達成度 （評定） ○わかる授業、学力の定

○確かな学力の向上 ① 学習における基礎・基本事項 ① 基礎的・基本的な知識・技能を確実に身につ ①「発表する習慣をつける授業」教員91.7％ ・低学年の子どもたちにも丁 着、学校が楽しい、友達
の徹底を図る。 ける。 『徳島市のくらし活用授業』研究に取り組んだ。 Ａ 寧に指導している様子に感激 となかよくしているは比

② ＴＴ指導のあり方を研究し、個のつまずき等 ② 躓きのある児童にＴＴ指導が、効果をあげた。 した。教室が狭いことや、隣 例していることを教職員
めざす児童像 に応じた指導を行う。 ③「宿題や自主学習をきちんとしている」と回答 （所見） のクラスの声が聞こえてしま 間で共通理解して進め
『よく考え進んで ③ 家庭学習の進め方について保護者に周知する した児童は90.0％、保護者は86.9％ うこともあったが、授業に集 る。
活動する子ども』 とともに、年2回の面談等を通して連携を図る ④「授業は、わかりやすい」児童は、94.3％、「学 学習ルールの確 中していた。 ○「書く」ことが苦手な

を育成する。 ④「学校は、わかる授業につとめ、基礎的な学習 校は、わかる授業につとめ、基礎的な学習の定 立に、学校全体で 児童の中にはスムーズに
の定着が図られるように取り組んでいる（保護 着が図られるように取り組んでいる」とした保 系統性をもって取 ・子ども時代の健全な学びを 文字を書けない、言葉を
者）」「授業は、わかりやすい（児童）」ともに 護者は91.0％で、昨年より6％アップした。 り組んだ。特に、 進めることができるように先 あまり知らない児童もみ
90％以上 学習の流れや目標 生方が意識して取り組んでい られるので、視写教材を
活 動 計 画 活動計画の実施状況 の可視化は効果的 る様子がよくわかった。 使いなどして書き写す練
① 朝の活動を中心に、小テストや音読・群読を ① ドリル・プリントでの繰り返し、小テストで であった。 習をする。
実施する。 の確かめで、基礎的な内容が定着した。 グループやペア ○タブレットの「メタ文

・学習における基礎・ ② 効果的なノートの取り方、工夫した日記の書 ② 継続したノート指導で、考えをまとめたり、 学習は学習の深ま 字のデータをスタディロ
基本事項の徹底した き方等を教師が共有し、学年毎に高めていく。 ふり返ったりする際に活用できた。 りに有効だった。 グとして毎年持ち上がる
指導 ③ 複数教員による指導体制により、一人ひとり ③ ＴＴ指導の充実には、指導目標等を共有する 「書く」「聞く」 ことで、児童自身の学習

に応じたきめ細かな学習指導法を工夫する。 打合せの時間の確保が重要であった。 力の向上を「話す」 の振り返りやのびを確認
④ 学校と家庭が連携し、学力を育む基盤として ④ 放課後や休日の学習習慣について、個人懇談 力の向上へつなぎ する。ポートフォリオ的
学習習慣の確立に努める。 や学年だより、日記等を通じて連絡した。 たい。 に活用する。

・思考力・判断力・表 評 価 指 標 評価指標の達成度 （評定） ○タブレットの持ち帰り
現力の向上 ① 自ら学び、自ら考える力を ① 決められた課題だけでなく、初めて出会った ① 自らアイデアを出す学習の推進に取り組む。 ・電話対応など、小さなこと を推進し、ミライシード

育む教育の充実を図る。 課題に対しても、自らが獲得している力を活用 ② 授業のまとめやふり返りでは、自分の考えを Ｂ でも丁寧に対応している小学 などの宿題に取り組ませ
して、自分なりに解決していくことができる。 根拠や理由を明らかにして伝えた。 校の様子がよくわかった。 る。

② 自分の考えを理由や根拠を明確にして伝えた 「授業では、自分で考えたり活動したりしてい ○ ICT を活用する場面
② 一人１台タブレットの活用を り、相手の考えと比較しながら聞いたり、より る」した児童は83.8％（昨年度から－6.2％）。 を増やし、タブレット等
推進する。 よい考えにまとめたりできる。 「先生は話や意見をよく聞いてくれる」と92.6％ 「聞く」態度の定 ・タブレットの持ち帰りも必 での自己表現の場を意図

③ ＩＣＴ活用について教師の指導力を伸ばす研 ③ タブレットの学習支援アプリ活用力向上への 着が安心して「話 要な時があるので、推進して 的に設け、様々な課題に
修を実施するとともに、指導の充実を図る。 校内研修と同時に、ＩＣＴ支援員と連携して発 す」環境となり、 ほしい。 取り組めるようにする。

達段階に応じた指導に取り組んだ。 自分なりに考えて ○ ICT 支援員による研
活 動 計 画 活動計画の実施状況 話す力が伸びつつ 修を増やし、情報モラル
① 学びあいのスキル（南井上小版）を活用する ① スモールステップや個別学習による「わかる・ ある。 の学習も並行して行う。
とともに、課題解決のためのワークシートやノ できる」の実感から、意欲を高めた。
ートを工夫し、指導を充実させる。 ② 各学年で教材研究及び指導方法の研究に取り 生活科・総合的 ○総合学習では、3年生

② 自力解決時の考え方をわかりやすく伝え合う 組んだことで、グループやペアでの学習が充実 な学習の時間等で からはローマ字学習と関
ために、ホワイトボードやタブレットなどの活 した。 の課題解決学習 連付けてタブレットを用
用を図る。 ③ 各教科で、タブレット、書画カメラ、プロジ で、自らの経験や いた調べ学習を行い、情

③ 各教科の授業のねらい達成に、ICT機器の積 ェクター等、ICT機器を効果的に活用できた。 既習内容を元に、 報を集め、タイピングの
極的な活用を図る。ＩＣＴ支援員を活用する。 ICT支援員と共にスキル習得Planを作成した。 課題を解決する経 練習も積み重ねていく。

験を積ませたい。



（Ｎｏ．２）
自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と

重 点 課 題 重 点 目 標 評 価 指 数 と 活 動 計 画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策
めざす児童像 評 価 指 標 評価指標の達成度 （評定）
『素直で思いやりの ① 感性を磨くために読書活動、音楽活動、伝統 ① 地域ボランティアによる読み聞かせを朝活動 ・読書の時間が少ないことは ○心を豊かに育てるため
ある子ども』 ① 豊かな人間性をはぐくむ教育 文化にふれる活動を推進する。 時間に実施（月1回）し、人権コンサートや阿 Ｂ ゲームの時間にとられている に人権コンサートなど、
を育成する。 の充実を図る。 「一日10分以上読書をする」 波人形浄瑠璃など文化的な行事を実施した。 のではないだろうか。 子どもの心に響く行事を

② 人権を尊重する教育を充実し、差別を見抜き、 「一日10分以上読書をする」児童58.5％ 引き続き実施する。
・感性を育む行事 差別を許さない児童を育てる。 ② 「学校は、児童一人ひとりを大切に、互い ・読書デーをつくって推進す ○朝の活動時、読書する

○ 人権教育の徹底 ・いじめや差別を許さない 「よさを認め合うを仲間づくり、差別やいじめ に認め合う学級、学校づくりに取り組んでいる」 様々な活動の ることはとても意義のあるこ 時間を設定する。（毎週
人権教育 のない学校づくりに取り組んでいる」 保護者92.9％（昨年度より＋7.9％） 折に、学年・学級 とだと思う。 火曜日を読書デーとす

○ 生徒指導の徹底 ・生活の基本行動様式の確立 ③ いじめや不登校の早期発見・早期解決に努め ③ 早期発見、「報告・連絡・相談」を心がけ、 や異学年の友達と る。）
・考え議論する道徳の推進 る指導体制の充実を図る。 生徒指導主任、学年主任を中心とする生徒指導 気づいたよさを伝 ○生徒指導については、

○ 道徳教育の充実 「学校は、児童一人ひとりを大切にし、互いに 体制で指導にあたった。 え合うことで、相 ・ゲームについては、保健だ 過去の事例（自他校問わ
認め合う学級、学校づくりに取り組んでいる ④ ポジティブな行動支援を中心に自己肯定感に 互理解が進み、関 より等でも健康面との関係も ず)を参考に、初期対応

○ 環境教育・ボランテ （保護者）」昨年度の85％を超えたい。 育成に取り組んだ。 わりを深めた。そ あるので啓発しているが、な や事後指導し、未然防止
ィア教育の推進 ④ 学校の一員としての自覚を促し、規範意識を 「自分から挨拶している」児童80.4％（－3.6％） れが、自己肯定感 かなか難しい。 に向けた取組を行ったり

高める （挨拶、整理整頓、ろう下の歩行）。 「家族に挨拶をしている」保護者87.7％ の高まりにつなが する。
「自分から挨拶をする（児童）」 「学校へ行くのが楽しい」は児童83.3％、保護 った。 ・小学校の６年間の学びは本 ○各委員会で、しっかり
⑤ 南井上地区の教育資源を生かし、自然体験活 者93.4％。 人の根っことなると思う。 取り組む。あいさつ（ボ
動、社会体験活動、ボランティア活動等の充実 ⑤ 生活や総合の授業において、町探検や農業見 明確な目標を語 ランティア）、トイレス
に努める。 学など社会体験活動を小中学年で数回行った。 りかけ続け、児童 ・音楽教師が不足しているの リッパ・廊下の通り方

活 動 計 画 活動計画の実施状況 と教師が一体とな ではないかと思う。 （保健・体育)、清掃（環
① 読書活動、音楽活動、伝統文化にふれる活動 ① 人権コンサートや阿波人形浄瑠璃など文化的 って取り組むこと 境）、読書（図書）
をポストコロナの新しい行事として推進する。 な行事を実施した。地域ボランティアによる読 ができ、成果を上 ・参観日や運動会は子どもた ○スリッパの整頓はカラ

② 人権教育年間計画に従って、重点課題（自尊 み聞かせを朝活動時間に実施（月1回）。随時、 げた。 ちの楽しそうな様子が素晴ら ーリボンで可視化する。
感情を高める自分づくり、支え合う仲間づくり） 学級の読書タイムや「くすっこ読書デー」を実 しかった。 ○異学年交流の「○○教
に取り組み、人権教育の充実を図る 施。図書委員会による「図書館まつり」で読書 「地域から学ぶ」 室」（例 鉄棒教室、な

○ 特別支援教育の充実 ③ 必要に応じ生徒指導委員会をもち、生徒指導 を啓発した。 学習を進めること わとび教室）を実施し、
上の問題に対処し校内の指導体制を確立する。 ② 生活委員会を中心にあいさつ運動を継続的に で、人と人のつな 苦手な運動でもできたこ

④あいさつ運動を展開し、気持ちのよいあいさつ 指導した。校外での挨拶が課題である。 がりを守っていき とを多くの人から認めら
ができる児童を育成する。 ③ 「地域とともに、地域から学ぶ」学習は、生 たい。 れ、次のステップへ 意

③ 南井上地区の教育資源を教材化して教育課程 活科・総合的な学習の時間を中心に、実施した。 欲を持たせられる活動を
に位置づけ、各学年で地域学習に取り組む。 、 取り入れる。

評 価 指 標 評価指標の達成度 （評定）
① 学校のユニバーサルデザイ ① 特別な支援を必要とする児童に対して、個別 ① 個別の指導計画を作成し、新旧担任間やチー ・カウンセラーが足りないの ○特別支援教育に関する
ン化を推進する。 の指導計画を作成し、一人ひとりに応じた指導 ムで引き継ぎ、指導の一貫性を図った。 Ｂ ではないかと思う。 研修を実施し困り感をも

を行う。 ② スクールカウンセラーや巡回相談員など、専 つ児童への理解を深め
② 専門の相談員を招いた定期的な相談活動やこ 門の相談員を適宜招聘し、継続した相談活動が る。
ども女性相談センター・補導センターへの相談 実施できた。また、関係機関とも積極的に連絡 一人一人の課題 ・次年度への課題と対策は、 ○交流を始める前に支援
を行うとともに、保護者との連携を強くする。 を取り、相談・連携を行った。 解決へに積極的に どれもよく考えられているの 学級と通常学級の担任と

③ 交流学習の時間を教育課程に位置づけるとと ③ 交流計画に基づき、児童の状況に応じて通常 取り組めた。 ですべては難しくても、南井 で児童の情報交換をす
もに、給食その他の時間でも交流を推進する。 の学級との交流を円滑に実施した。 通常の学級に在籍 上ならではものを一つ、二つ る。学習の目的や、個に

活 動 計 画 活動計画の実施状況 する支援を必要と 作ってやり抜いていただける 応じた目標を共通理解し
② 校内支援体制の充実を図る。 ① 特別支援コーディネーター、生徒指導主任を ① 支援が必要な児童に、校内の支援体制で対応 する多くの児童へ とありがたいと思う。 ておくとよりよい交流に

核とし、児童一人ひとりの教育的ニーズに応じ しているが決して十分ではない。特別支援コー の支援について なると考えられる。
た校内の支援体制、教育相談体制の充実を図る。 ディネーターを中心に、多様な相談に対応した。 は、記録をとり、 ○次年度の交流のあり方

② 特別支援学級と通常学級の交流学習の推進を ② 年度当初に交流計画書を作成し、児童の実態 それを活用し、見 について話し合う時間を
図る。 に応じた教科等の交流を進めることができた。 通しの下での対応 設定し、子どもに応じた

③必要に応じて、校内支援委員会をもつ。 ③ 入級、退級の児童について、細やかな校内支 が課題である。 交流、支援ができるよう
援委員会が数回開催できた。 にする。

評 価 指 標 評価指標の達成度 （評定）
○ 家庭・地域・関係 ① 家庭や地域と協力し、コミュニ ① 「学校は様々な行事や取組において家庭や地 ① 「学校は様々な行事や取組において家庭や地 ・挨拶については年々してい ○すすんで自分から挨拶
機関との連携 ティスクールとして学校づくりを 域と連携して児童の教育にあたっている」 域と連携して児童の教育にあたっている」保護 Ａ ないように思う。「恥ずかしい」 するための啓発として、

推進する 「保護者に出す文書、ＨＰ、メールはよくわか 者は91.9％肯定的回答。「保護者に出す文書、 と思うことがあるかもしれな 児童だけでなく家庭への
り適切である」 HP ､メールは適切」保護者92.6％肯定的回答。 （所見） い。 呼びかけ（HP、学校、

② 関係諸機関から外部講師を招 ② 外部講師を積極的に招聘する。社会科や生活 ② 人権コンサートや人権講演会等に外部講師の ・不審者対応で「知らない人 学年だよりなど定期的に
聘し、深い学びを展開する。 科、総合的な学習の時間（キャリア教育・金銭教 適切な招聘し、関係機関と連携して学校運営を 地域との交流、 に声をかけられても、対応し 行う）も定期的に行う。

育等）に位置づける。 行うことができた。 学校の教育実践 ない」といった風潮があるの そのためにも学校と家庭
③ 地域とともにある学校として、 ③ 地域諸団体の会合に積極的に参加する。 ③ 地域の行事に管理職はできる限り参加した。 の公開は、ポスト ではと思う。 との信頼関係を築いてい
地域の子どもたちにとって何が大 活 動 計 画 活動計画の実施状況 コロナとして積極 ・挨拶は今はしなくても高校 く必要がある。
切か考え、関係機関と協力してい ① よりよい教育活動づくりに向け、保護者・学 ① 前年度の学校評価を生かし、挨拶・整頓の励 的に取り組むこと 生ぐらいになったらできる子 ○生徒指導、教育相談等
く。 校関係者による学校評価結果や意見を参考に、 行、自己解決力の育成、特別支援教育の充実を ができた。 どもが多い。あきらめること についても関係機関との

学校運営を見直す。 重点目標として教育活動を進めた。 新しい時代にふ なく、ねばり強くゴールを目 連携や相談や協力体制を
④児童・保護者・地域・教職員の ② 教育活動の公開や情報提供を多様に行う。 ② ＨＰ更新、学校だより、学年通信の発行、関 さわしい学習活動 指して声かけをしていくこと 整える際には、それぞれ
wellbeing を実現できるように学 係文書等を 通じて情報提供を行った。 や行事などを通信 が大切なのではないだろうか。 のステージに応じた働き
校経営を行う。 ③ 保護者・地域の方を外部講師やボランティア ③ 「総合的な学習の時間」や生活科の時間を中 やホームページで かけをし、教職員の

として招き、専門的な知識・技能を学校教育活 心に、感染防止から可能な限り、地域の教育資 紹介する等、多様 ・地区懇談会などを以前と形 wellbeingにも配慮する。
動に積極的に導入する。 源（人材）を生かした交流を実施した。 な方法で発信した を変えてもよいのでしていた

④ 地域諸団体・関係機関と連携し、児童の安全 察(名西署)等と連携し、児童の安全確保につい た。地域とともに ○地域の人材を発掘し、
確保の体制を整備する。 て相談・協議できた。 ウェルビーイング ゲストティーチャーとし

⑤ メンター制が充実し学びは多かったが、超過 をめざしたい。 て、招聘する。
⑤ 働き方改革を推進し、教職員の資質・能力の 勤務時間は、39.5時間と昨年より増え、働き方
向上に努める。 改革は進まなかった。


